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■ 要  旨 ■ 

散布するのみで通常の打継処理と同等の性能を確保できる打継処理剤について、力学性能および耐久性

能に関する定量的なデータを把握するため、直接引張試験・促進中性化試験・アウトプット法による透水

試験を実施した。その結果、用いる打継処理剤によっては通常打継処理（凝結遅延剤＋高圧水）よりも大

きな引張強度が得られる傾向が認められた。また打継目における中性化速度は通常打継処理よりも大きい

ことが明らかとなった。透水試験では打継処理剤を用いることで、透水量が徐々に減少する傾向が認めら

れ、コンクリート標準示方書に示される算定式以下の透水係数を確保できることが明らかとなった。 

 

 

 

図-1 試験体の形状寸法 

  

         図-2 中性化速度係数の比較    図-3 透水係数の比較（アウトプット法） 


